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今月のことばは、僧侶で哲学者・俳人の大
おお

峯 顯先生の著書『生命環流 浄土和讃を読
みね あきら かんりゅう

む・下』（本願寺出版社）に出てきます。

親鸞聖人の『浄土和讃』にある、「信心よ
し んじん

ろこぶそのひとを 如来とひとしとときたま
に ょらい

ふ 大信心は仏性なり 仏性すなはち如来な
だ いし んじん ぶっしょう

り」のおこころについて、大峯先生は、「こ

の和讃に言われているように、阿弥陀如来を

信じお念仏をよろこぶ人は如来に等しいので

す。煩悩具足罪悪深重の凡夫であっても阿弥
ぼ んのう ぐ そく ざいあくじんじゅう ぼん ぶ

陀さまにまかせたら、その人の心は如来さま

と等しい。これはつまり、その人は死なない

命をいただいているということです。阿弥陀

さまがそのようにおっしゃっているのです。

信心というのは、凡夫が仏さまと同じ命を共

有するという出来事です。共生と言ってもい
きょうせい

いでしょう。われわれが生きているというの

は、実は如来さまの命を生きさせてもらって

いるということです。如来さまは如来さまの

無限の命を生きていても、私は一人で死なな

ければならないと思うのであれば、それは信

心ではなく疑い心であります」と述べられま

す。

南無阿弥陀仏の大悲の願いに喚び覚まされ
よ

ることによって、その無限のいのちに生きて

いくものとしての歩みが誕生するのです。そ

の歩みは、これまでのように独りぼっちで寂

しいものではなくなります。無数の太陽があっ

て、無数の銀河があり、そういう無数の星群
せ いぐん

の中の小さな惑星の一つである地球と気づく

ように、諸仏に護られ歩む、たしかな大いな
し ょぶつ まも

る南無阿弥陀仏の道なのです。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ ６ 月

１５日 終 日

１７日 午 後

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

ＵＲＬ https://konkouji.jp/

6月8日現在アクセス数 118,510人
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